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1. 東京サミット概要
2. buildingSMART Internationalの動向
3. Infrastructure Roomの動向
4. プロジェクトの動向
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2018.10.16 – 2018.10.19
約30の国と地域から約470人参加
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Full Chapter（14）

Developing Chapter（4）
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Jim Plume
buildingSMART

Australasia
2018-2022

Nobuyoshi Yabuki
buildingSMART

Japan
2018-2022

Christophe Castaing
buildingSMART

France
2018-2022

Jorge Torrico
buildingSMART

Spain
2018-2022

Tiina Perttula
buildingSMART

Nordic
2016-2020

Phil Jackson
buildingSMART
UK & Ireland
2016-2020

Ronald Bergs
buildingSMART

Benelux
2016-2020

Tristan McDonnell
Arup

（Strategic Advisory Council)
2018-2022

Benno Koehorst
Rijkswaterstaat

(Standard Member)
2016-2020

Chair Deputy 
Chair

Technical Leader
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プロジェクトの実施体制
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InfraRoom

InfraRoom
Steering Committee

InfraRoom Project
Steering Committee

Project Team

Expert Panel

インフラルーム
• インフラストラクチャルームは、多くの関係者が出席できるオープンなフォーラムである。
• ユーザと開発者の両者の参加を意図している。IRは、新しい作業項目を提案できる。

運営委員会
• インフラストラクチャ分野の標準開発のための方針と作業計画を作成する。
• bSI標準委員会、bSI事務局、他のルーム、その他の標準化団体と調整する。
• スポンサーからの収入を上げる。
• bSI標準委員会の承認後、プロジェクトおよびプロジェクトの運営体制を整える。
• 作業項目を選定し、対応する作業グループを設置する。

プロジェクト運営委員会
• プロジェクト運営委員会は、プロジェクトの統括し、進捗状況を運営委員会に報告する。
• プロジェクトコーディネーターは、プロジェクトの日々の調整のための連絡役としてプロ
ジェクト運営員会を代表して行動する。

プロジェクトチーム
• プロジェクト計画に基づいてプロジェクトを実行し、計画に従って成果を作成する。
• プロジェクト運営委員会に報告する。

専門家会議
• プロジェクトチームをサポートし、プロジェクトに関する分野または標準化に関するアドバ
イスを行う。
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IFC
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(Geology/Geotechnics, Drainage, Earthwork) 

IFC Alignment
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対象範囲 中心人物 参加団体

IFC-Common 
Schema
コモンスキーマ

• 階層構成
• 地盤
• 土工
• 排水

Jim Plume
buildingSMART Australasia

• Swedish Transport Agency, Trafikverket, 
• Finnish Transport Agency
• Austroads, Australia 
• CRBIM China Railway BIM Alliance

IFC-Bridge
橋梁

• 橋梁 Christrophe Castaing
EGIS

• French MiNnD project
• German Federal Ministry of Transport (BMVI)
• Swedish Transport Agency Trafikverket, 
• U.S. American Association of State Highway and 

Transportation Officials (AASHTO)
• Finnish Transport Agency
• buildingSMART Japan. 

IFC-Road
道路

• 道路 Moon Hyounseok
KICT

• KICT, Korea
• Swedish Transport Agency, Trafikverket
• Finnish Transport Agency, Liikennevirasto
• German Federal Ministry of Transport (BMVI)
• APLITOP, Spain
• APOGEA Consultores SL, Spain
• China Railway BIM Alliance CRBIM
• Autodesk
• French MiNnD project

IFC-Ports & 
Waterways
港湾および水路

• 港湾
• 水路

Haijian Li
Cardiff University

• CCCC , China 
• Cardiff University, UK 
• Royal Haskoning, Netherlands
• Waldeck Consulting 

IFC-Tunnel
トンネル

• トンネル --- ---

December 6, 2018
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プロジェクト毎の検討スケジュール
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Paris

Tokyo

DüsseldorfLondonBarcelon
a
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IFC-Common Schema

IFC-Bridge

IFC-Road

IFC-Ports & Waterways

IFC-Tunnel
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インフラストラクチャ・ルームで実施しているプロジェクト
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Common 
Schemaとの連携

Step1
利用場面の特定

Step2
分類の選定

Step3
IFCの拡張

Step4
MVDの作成

Step5
モデル検証

ソフト機能開発

IFC-Common Schema
コモンスキーマ

• 対象範囲の特定
• 地盤、土工、排水

IFC-Bridge
橋梁

• 階層構成の提案 • 要件分析レポート
（最終版）の公開

• 概念モデルレポート
（最終版）の公開

• IFC Bridge拡張ス
キーマ（案）の作成

IFC-Road
道路

• 排水の提案
• 土工の提案

• 要件分析レポート
（案）の作成 • 概念モデルの検討

IFC-Ports & 
Waterways
港湾および水路

• 地盤の提案
• 動的要素の提案

• 要件分析レポート
（案）の作成 • 概念モデルの検討

IFC-Tunnel
トンネル

計画中

December 6, 2018
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IFC-Common Schema

プロジェクト概要
• 土木構造物の共通要素を選定し、IFCの拡張を行うプロジェクト。
• プロジェクトリーダー：Jim Plume氏（buildingSMART Australasia）。
• Overall Architecture（全体構成）およびBridgeプロジェクトを起点として、空間構造、地盤、排水、信号および
照明の共通化の必要性から開始された。

• IFC-Road、IFC-Bridge、IFC-Port & WaterysおよびIFC-Railと連携する。

期間
• 2018年1月～2019年12月

目標
• 土木構造物に共通する要素の選定
• 共通要素をIFCとして拡張するプロジェクトの計画を作成し、実行する。
• 平行して実施しているプロジェクトに対し、IFCのスキーマに矛盾が生じないように拡張するための技術的助言を
行う。

2018.12.03
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IFC-Common Schema

 セッションの要点
インフラルームのプロジェクトからの以下の提案を受けて、プロジェクトの対象範囲を選定している。

• 階層構成
• 地盤
• 土工
• 排水
• 鉄道関連（線形、通信・電気、ケーブル、トポロジー）

2018.12.03
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WP1 共通要素の検討

WP2 スキーマの拡張

WP3 プロジェクトと連携

WP4 専門家会議の開催 ◆ ◆ ◆ ◆

WP5 スキーマ開発

WP6 プロジェクト管理

 プロジェクトスケジュール
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IFC-Common Schema
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土工 鉄道関連

地盤 排水
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IFC-Bridge

プロジェクト概要
• 橋梁分野に関するIFCの開発を行うプロジェクト
• Christrophe Castaing氏（buildingSMART France）が運営。
• 2006年に日本とフランスが最初のIFC-Bridgeを開発し、2013年にフランスがIFC-Bridge V3を公開した。
• 2016年9月のチェジュ・サミットでbSI、bSJ、MINnD、BMVI、Trafikverkt、FTAがMOU（覚書）を締結

期間
• 2017年1月～2018年12月

目標
• IFC5の制定に向けた短期目標、その後の高度化を目指す長期目標に分けてプロジェクトを実施
• 橋梁に関するIFCの利用場面（ユースケース）の国際的合意
• IFC5の制定に向けた短期目標に対するIFC-Bridgeの検証
• IFC5の開発および実装に向けたロードマップを作成

2018.12.03
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IFC Bridge

 セッションの要点
① 橋梁の要件分析レポート（最終版）、および橋梁の概念モデルレポート（最終版）を公開
② IFCの拡張スキーマ（案）を公開

 サミットで公開された主要な資料
橋梁の要件分析レポート（最終版）

• ユースケース（利用場面）
• 対象範囲の決定
• 形状
• アセット管理に関する要件
• プロセスマップおよび交換シナリオ
• モデルビュー定義
• データ要件

橋梁の概念モデルレポート（最終版）
• モデル概念
• 形状表現、空間要素、物理要素
• システム

2018.12.03
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WP1 Common Schemaと
の連携

WP2 要件分析

WP3 IFCの拡張

WP4 専門家会議の開催 ◆

WP5 ソフト機能開発

WP6 プロジェクト管理

 プロジェクトスケジュール
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IFC Bridge
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IFC-Bridge（案） 形状表現

分類プロセスマップ
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IFC-Road

プロジェクト概要
• 道路分野に関するIFCの開発を行うプロジェクト。
• Moon Hyounseok氏（KICT)が運営。
• 2016年にKICTで作成したIFC-RoadをbSI SPECとして公開。2017年4月のバルセロナ・サミットでbSI、KICT、

CRBIMおよび他の6つの機関がMOU（覚書）を締結した。

期間
• 2018年1月～2019年12月

目標
• 道路管理データベースの情報（構造物の幾何形状、地形等）へのオープンアクセスを可能にする。
• 土木構造物の共通要素についてCommon Schemaプロジェクトと共同作業する。
• 道路分野について新たに提案したIFCの国際的合意を構築する。
• IFC-Roadを早期にアプリケーションでテストする

2018.12.03
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IFC-Road

 セッションの要点
道路の要件分析レポート（案）を作成

 サミットで公開された主要資料
道路の要件分析レポート（案）

• 検討方法
• 対象範囲
• ユースケース
• 幾何表現と配置
• モデルビュー定義

プロセスマップ

道路の構造物等の分類

2018.12.03
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WP1 Common Schemaと
の連携

WP2 要件分析

WP3 IFCの拡張

WP4 専門家会議の開催 ◆ ◆ ◆ ◆

WP5 ソフト機能開発

WP6 プロジェクト管理

 プロジェクトスケジュール
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IFC-Road
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ライブミーティング 道路の要件分析レポート

道路の横断面の表現道路の構成の分類
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IFC-Ports & Waterways

プロジェクト概要
• 港湾分野に関するIFCの開発を行うプロジェクト。
• Haijian Li氏（CCCC）が運営。
• 2017年4月のバルセロナ・サミットで、bSI、CCCC、カーディフ大学でプロジェクトのMOU（覚書）を締結。

期間
• 2018年1月～2020年4月

目標
• 港湾分野におけるIFCの利用場面（ユースケース）を特定する。
• 港湾分野に関するIFC拡張の開発および文書化する。
• 港湾におけるモデル作成のガイドラインの作成する。
• 土木構造物の共通要素についてCommon Schemaプロジェクトと共同作業する。

2018.12.03
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IFC-Ports & Waterways

 セッションの要点
① プロジェクト名称の変更
② 港湾の要件武関レポート（案）の作成
③ ハンドオーバーモデルおよびハンドオーバーモデルのLODを提案

 主要資料
港湾の要件分析レポート（案）

• 分析の方法
• アセット管理要件
• 情報構造
• 空間要件
• 対象範囲の特定
• プロセスマップおよび交換シナリオ
• ユースケース
• 幾何
• モデルビュー定義

2018.12.03
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WP1 Common 
Schemaとの連携

WP2 要件分析

WP3 IFCの拡張

WP4 ガイドライン作成

WP5 ソフト機能開発

WP6 プロジェクト管理

WP7 専門家会議の開催 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

 プロジェクトスケジュール
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IFC-Ports & Waterways
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プロセスマップ ユースケース

分類テーブル ハンドオーバーモデルのLOD
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IFC-Tunnel

プロジェクト概要
• トンネル分野に関するIFCの開発を行うプロジェクト。
• Philipp Dohmen氏（Amberg）が提案。
• 2017年4月のバルセロナ・サミットにおいて、日本、ドイツ、中国および韓国等の関係者でプロジェクト構想に関
するミーティングを実施。2017年6月のITAで、ITAとbSJの共同WGを設置。

期間
• 現在再計画中

目標
• 土木構造物の共通要素についてCommon Schemaプロジェクトと共同作業する
• 既存のIFCのトンネル分野への適用を検証する
• トンネル分野として新たに提案されたIFCスキーマの国際的な合意を構築する
• IFC-Tunnelを早期にアプリケーションでテストする。

2018.12.03
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International Standards Summit
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Düsseldorf（デュッセルドルフ）

2019.3.25 – 2019.3.28



お問い合わせ

ご清聴ありがとうございました

t.aruga@building-smart.jp
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プログラム（1/3）
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プログラム（2/3）
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プログラム（3/3）
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国際土木委員会

IR1 – OPENING SESSION RESOLUTIONS

• The InfraRoom thanks the Japan Chapter for their excellent organistation of the Tokyo Summit 2018.
• The InfraRoom welcomes the new InfraRoom Steering Committee members and administrator.
• The InfraRoom sees the importance of asset management and recommends the establishment of a

working group in this area.

• InfraRoomは、2018年の東京サミットの優れた組織について、日本支部に感謝する。
• InfraRoomは、新しいInfraRoom運営委員会のメンバーと管理者を歓迎する。
• InfraRoomは、資産管理の重要性を認識し、この分野におけるワーキンググループの設立を薦める。

2018.12.03
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IR2 Joint Session IR/RWR Common Schema Resolutions

• The InfraRoom recognises the progress made in the Common Schema project up to this point and
applauds the clarity of the presentations.

• The InfraRoom welcomes the participation of the Rail Room in this joint session and the many
constructive comments and questions raised.

• The Joint Session resolves to create a category in the bSI Forum as a vehicle to permit open feedback
and discussion on Sprint task deliverables during Common Schema execution in addition to the existing
feedback channels.

• The Joint Session recommends that the Common Schema project investigate further systematic ways
(such as those being used in the Rail Project) to identify common concepts and avoid duplication,
including expectations around deliverables.

• InfraRoomは、現時点のコモンスキーマ・プロジェクトの進捗状況を認識し、プレゼンテーションの明快さを賞賛
します。

• InfraRoomは、今回のジョイント・セッションにおけるRail Roomの参加と建設的なコメントや質問を歓迎する。
• ジョイント・セッションは、コモンスキーマの実施中、先行作業の成果物について開かれたフィードバックと議論
を可能にする手段として、既存のフィードバックの方法に加えてbSIフォーラムにカテゴリを作成することを決定
する。

• ジョイント・セッションは、成果物に関する期待を含めて、一般的な概念の特定と重複の回避のため、鉄道プロ
ジェクトで用いられているような体系的な方法を調査することを推奨する。

2018.12.03
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IR3 IFC Bridge Resolutions

• To recognize the work done by the project team for the Conceptual Model and the Draft Schema
extension. (approval in progress)

• To encourage the review of the Draft Schema Extension by the international community and the
provision of feedback to the project team.

• To encourage the software vendors to participate in the effort in the deployment process
• To endorse the proposal to postpone the completion to March 2019 and are open to seek funding the

IFC Bridge project track 2.

• 概念モデルと拡張スキーマ（草案）について、プロジェクトチームが行った作業を認識すること。（承認中）
• 各国の関係団体による拡張スキーマ（草案）のレビューと、プロジェクトチームへのフィードバックの提供を奨
励する。

• ソフトウェアベンダーにデプロイメント（展開）・プロセスの取り組みを促す
• 2019年3月に完了を延期する提案を是認し、IFC-Bridgeプロジェクトの第2段階への資金提供を求める。

2018.12.03
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IR5 - Ports & Waterways Expert Panel Resolutions

• The InfraRoom welcomes the Draft Ports & Waterways Requirements Analysis Report & encourages the
review & comment of the draft Requirements Analysis Report, submitted by end of November 2018.

• The InfraRoom encourages domain experts to join the P&W Expert Panel, next consultation scheduled
approx. 3 weeks after the summit.

• The InfraRoom calls for further participation in relation to Taxonomy & properties of Ports & Waterways
objects, send to: BradleyA@Cardiff.ac.uk & Infrastructure@Buildingsmart.org

• The InfraRoom resolves to develop of a protocol/framework relating to the continued development of
IFC reference implementation tools for new extensions together with technical room.

• The InfraRoom acknowledges that a reconciliation of use cases is required over InfraRoom projects and
the wider buildingSMART environment to aid in standardized development.

• InfraRoomは、P&Wの要件分析レポート（草案）を受け入れ、2018年11月末に提出される要件分析レポート
（草案）へのレビューとコメントを奨励します。

• InfraRoomは、サミットの3週間後に予定されているP＆W Expert Panelに港湾分野の専門家が参加することを奨
励する。

• InfraRoomは、P&WのオブジェクトのTaxonomyおよびpropertyに関連して、さらに参加者を求める。（参加希
望）BradleyA@Cardiff.ac.ukまたはInfrastructure@Buildingsmart.org

• InfraRoomは、テクニカルルームと、新しい拡張機能用のIFC参照実装ツールの継続開発に関するプロトコル/フ
レームワークの作成を決定する。

• InfraRoomは、標準化された開発を支援するInfraRoomのプロジェクトおよび広範囲のbuildingSMARTの環境に
おいて必要とされるユースケースの調整が必要であることを認めている。
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IR6 IFC Road Resolutions

• InfraRoom welcomes progress of the requirement analysis report for phase 1 and encourages domain
experts to provide their feedback from the expert panel by the end of October 2018.

• Final requirement analysis report for Phase 1 will be delivered by the end of November 2018.
• InfraRoom encourages new stakeholders who are interested in the IfcRoad project to participate in

Phase 2 for IfcRoad.

• InfraRoomは、フェーズ1の要件分析レポートの進捗状況を認め、2018年10月までにExpert Panelからフィード
バックを提供するよう道路分野の専門家に奨励する。

• フェーズ1の要件分析レポート（最終）は、2018年11月末までに提供する。
• InfraRoomは、IFC-Roadプロジェクトに関心をもつ新しい関係者が、IFC-Roadのフェーズ2に参加するよう奨励
する。
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IR7 Whats next? Resolutions

• The InfraRoom Steering Committee welcomes the input from the community towards the development
of the Roadmap through the “what’s next” workshop session.

• The InfraRoom Steering Committee will actively pursue the suggestions, incorporate them in the
Roadmap and feedback the conclusions to the Room.

• The InfraRoom encourages the Steering Committee to progress the establishment of the IFC Tunnel
project and issue a call for participation.

• InfraRoom運営委員会は、「what’s next」と題したワークショップで各グループが検討したロードマップの開発
に向けた意見を歓迎する。

• InfraRoom運営委員会は、提案を積極的に検討し、ロードマップの作成に組み込み、その結論をRoomにフィー
ドバックする。

• InfraRoomは、運営委員会がIFCトンネルプロジェクトの設立を進め、参加を呼びかけるよう促す。
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